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Pedagogical refl ection about “das exemplarische” in German school pedagogy





関連したこの時代の教育学は，① 1950 年代の「範例教授」* 法論議に端を発し，②「範疇的陶冶の理論」（以
下，現代語訳を用いて「範疇的陶冶の理論（ことば・理解の陶冶の理論）」と表記）へ展開されていった．
（＊：同時代当事者用語：範例的原理，1960 年代の教育学用語：範例教授，範例的教授．）
　従来わが国の研究では，前者①は 1950 年代教育現象とみなされ，後者②は 1960 年代現象とされる傾向
が強く，両者は別事象と見なされがちであった．しかし両者ともに，ワーマール期の実験学校から栄養素
を吸い上げ戦後の教育実践学・方法学の確立を創り上げようとした動きであった．1950-60 年代の資料を丁

















































































































































































































































































































































































































　1 地域における秩序／ 2 文化圏問題としての人間と自
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